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第 1図．露頭位置図．秦ほか（1984）に基づく．小砂子緑色岩体は漁港から
灯台下を経て 1つ南の岬まで幅広い岩礁としてよく露出し，この岬の南側に
海岸へ下る小径がある．ドアサ橋下の岩体も国道の旧道から谷を下り海岸へ出

れば観察できる．江良
え ら

付近の片状蛇紋岩は松前タルク鉱床を伴う．

第 2図．緑色岩中の 1.4 m大の赤色チャートのレンズ状岩
体．緑色岩は岩体の伸びの方向に著しく引き伸ばされた玄

武岩質の枕状溶岩（発泡が著しく，石灰質の基質をもつ）

や角礫岩よりなる．小砂子灯台下．北から南を見る．

渡島半島西岸の桧山郡上
かみ

ノ
の

国
くに

町小
ちい

砂
さ

子
ご

付近には，渡島帯ジュラ紀付加

体に属する緑色岩体が海岸によく露出する（川村ほか, 1986)．この緑色

岩体は幅約 200 mでN20°W方向に伸び，その南約 1.5 kmのドアサ橋

下の海岸にも同様の緑色岩体があって，どちらも粘板岩・砂岩主体の地

層に挟まれて分布する（第 1 図）．緑色岩はレンズ状の赤色チャート（第

2 図）や成層した石灰岩層を挟み，枕状構造は著しく引き伸ばされ，特に

石灰岩層を中心に，軸がほぼ水平で岩体の伸びに平行，軸面が急斜した

波長数 mの褶曲が発達する．褶曲には非常に閉じたもの（第 3, 4 図）と

比較的開いたもの（第 5, 6 図）があり，後者の非対称的な形態から西側

の地層の相対的な上昇が読み取れる．付加体形成時の衝上運動による褶

曲と仮定して軸面を水平に戻すと，地層の正常・逆転に関わらず上盤側

が東へ動いたことになり，西への沈み込みが示唆される．
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第 3図．石灰岩（軸部）と緑色岩（翼
部）の閉じた向斜状褶曲．小砂子灯台
下．南から北を見る．
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第 4 図．石灰岩（軸
部）と緑色岩（翼部）
の閉じた向斜状褶曲．
小砂子灯台下．南から
北を見る．

第 5図．緑色岩中のコンピーテントな石灰岩層の非対称的な背斜
状褶曲．小砂子灯台下の海側．南から北を見る．西側（左側）の地
層が相対的に上昇した運動を示唆する．

第 6図．ドアサ橋下の緑色岩体の南西側に接する砂岩・粘板岩互
層の S字型褶曲．高さ 30 mの露頭の上部．北から南へ見上げる．
これも西側（右側）の地層が相対的に上昇した運動を示唆する．




